
『「
作
弔
問
問
を
畳
健
局
と
殴
め
て
之
に
且
せ
し
め
た
。

-

昭

三
年
五
月
礼
町
六
日
英
閥
船
穂
町
切
所
口
港
に
入
。
、

一
三
枝
を
受
け
た
。
鑑
組
御
技
待
人
に
は
そ
の
甜
詐
ず

一
る。

=

電
力
イ
伊
ン

海

環

視

咋
部
妙
成
寺
三
代
町
住
簿
一
碇
田
正
五
日
の
凶
海
陸
所
々
全
胡
n
M
し
た
o
次
い
で
六

一
る
組
は
な
い
が
、
交
常
に
こ=一
λ
宛
銀
三
枚
を
給
せ

一

カ
イ
サ
ク
エ
ウ
ヨ
ウ
キ
ロ
ク
改
作
権
冨
書
記
録
プ

ヘ
日
倣
そ
川
町
山
と
し
て
U
。
ミ
位
阿
凶
梨
と
も
い
う
た
。

一
周
十
二
日
米
同
町
間
的
亦
問
地
に
入
り
、
従
泊
四
日

-
ら
れ
た
o

-

一
郎
。
日
開
忠
則
芯
。
部
初
以
来
前
川
氏
が
務
付
に

一
郎
安
八
年
二
且
日
架
か
ら
三
位
向
山
山
梨
に
封
す
る
鎚

一
に
及
ん
だ
か
ら
、滞
の
老
院
H
M
泌
総
・村
H
H
N
在
二
人

一

カ
イ
ザ
キ
ヤ
マ
甲
斐
崎
山

川
出
州
大
間
邸
前

一
年
引
を
徴
し
た
れ
芯
ψ
視
し
、
回
安
四
年
以
降
利
筒

状

と
い
ふ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
由
民
俗
は
明
ら
か
で

一
は
そ
の
献
や
見
ん
が
位
、
法
来
と
都
し
て
之
に
赴
い

一
の町民
に
あ
る
山
。
山
さ
一

八
九
米。
山
初
第
三
紀
脳
。

↑
が
附
凶
作
法
所
工
夫
施
行
し
た
事
情
、
及
び
そ
の
後
漸

な
い
。

一
た
o
加
担
問
附
の
領
裕
に
外
的
脅
作
べ
た
の
は
こ
れ
ら

一

カ
イ
ザ
空

間

作

荒
川
仰
の
地
中
会開
裂
す
る
の
お
。

一
次
改
作
法
の
中
七
回
目
脅
拠
。
、
財
用
の
怨
処
す
る
に
主

カ
イ
ゲ
ン
イ
ン
ニ

海
元
院
尼

桃
山
外
担
氏
従
一
が
眠
矢
で
あ
る
。

b
月
八
日
英
艦
=
一
笠
宮
た
即
日排出

-
前
川
利
去
の

一大正
十
=
一年
六
月
の

印
刊
に
・
『
在
々

一
っ
た
こ
と
や
〕
税
せ
て
あ
る
。

の
老
母
。
医
安
四
年
前
田
利

E
Tて
献
珠
寺
を

E人
っ
て
碇
泊
し
、
そ
の
士
官
二
人
は
十

一
日
隣
路

一
荒
地
於
有
之
は
、
悉
聞
作
可
巾
付
候
。
』
と
あ
る
。

一

カ
イ
ザ
タ
ブ
ギ
ヨ
ウ
改
作
奉
行

倒

自

お

内

加
盟
主
し
た
。
献
珠
寺
は
倍
元
院
の
母
、
制
柳
谷
守
孝
の

一
大
坂
に
赴
き
、
十
三
日
に
は
仰
同
協
艦
J
h
亦
川
地
に

一

カ
イ
ザ
ク

改

作

凶

作
の
一
加
は
前
川
利
治
の
工

一
に
在
る
改
作
防
キ
市
中
沼
町
と
し
、
附凶作
・郡
阿
・定
必
・

室
以
珠
院
の
名
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
来
的
し
た
。

-
夫
に
よ
る
凶
作
訟
の
趣
旨
に
拡
一づ
い
て
段
政
を
行
ふ

一
土
地
に
闘
す
る
訴
訟
荷
鞍

b
、
内
問
や
-鍛
相
す
る
。

ガ
イ
ケ
ン
プ
ン
コ
ウ
主
計
文
務
上
下
容
は
文

一

カ
イ
ザ
イ

皆

湾

一

村

の
納
釈
や
終
り
、
御川純

一
の
詣
で
あ
る
o
そ
の
初
期
に
在
つ
て
は
間
作
と
も
醤

一
こ
の
奉
行
は
前
削
利
治
が
院
安
四
年
殴
作
法
主
雌

稿
で
、
別
に
府
稿
一
加
を
附
し
て
あ
る
。
永
山
平
太

一司
入
は
代
官
か
ら
、
絵
入
知
は
紛
人
の
阪
市
か
ら
皆
拙
川
一
か
れ
て
明
る
。
後
間
に
需
品
り

mに州民
栄
糊
奨
と
問
紘

一
し
た
時
に
初
。
、
明
出
町
二
年
六
且
一
た
び
騰
し
た

の
治
相
刷
で
、
明
治
三
十
九
年
そ
の
子
餓
太
郎
の
活
股

一
紙
宇
一得
て
、
十
村
に
之
脅
拠
出
し
、
十
村
が
一
刻
の

~
に
用
ひ
ら
れ
る
や

4
に
な
っ
た。

一
が
、
冗
文
元
年
一
カ
月
か
ら
り
び

山
本
消
三
郎
・
川
川

に
附
す
る
断
。
細
川
潤
の
序
文
に
、
『
君
之
文
雄
深

一
も
の
を
釘
め
た
時
は
、
飛
脚
常
設
し
て
殴
作
所
に
注

一

カ
イ
サ
-クガ
タ
ゴ
コ
ウ
改
作
方
五
考

三
加
。

一
左
七
・松
原
八
郎
左
街
門
・河
北
揃
左
衛
門
四
人
的
任

研
机
他
。
不
v失
国
製
矩
組
。
=

干

後

五

デ

ヂ

能
。
玄
し
た
o
一
語
十
六
年
の
裂
で
は
、
十
一
対
二
十

一
天
保
六
年
日
十
良

好

奇

令

議

・江
戸
晶
次
第
・東

一
命
そ
見
た
も
の
で
あ
る
o
問
年
末
叉
奉
行
一
人
定

時
有
=
庖
脅
。
不
v
w
m
=
時
制
。
』

と
言
っ
て
ゐ
る
。
附

一
日
ま
で
に
皆
消
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
天
保
巾

一
鍛
臨
す
か
ら
、
天
百
以
降
の
古
純
文
ま
で
た
引
用
し

一
し
、
五
年
誕
に
二
人
青
加
へ
、
元
職
に
十
人
と
な
っ

か
ら
諸
組
互
に
早
き
も
吃
競
う
て
十
月
中
に
皆
桝
す
る

一
て
、
h
N
H
出
考
・夫
鉛
考
・お
米
考
・
苦
初
刊
酎
考
・
日
米
考

一
た
が
、
交
政
四
年
の
改
革
に
よ
り
、
御
部
奉
行
を
出

納
さ
へ
あ
っ
た
。
皆
掛川
柱
訟
の
領
内
で
最
も
M
T
き
有

一
の
抗
日
間
荷
作
。
、
之
宇
一
一
部
に
側
め
た
も
の
で
あ

一
じ
て
御
郡
潜
行
町
作
方
余
裕
の
併
殺
と
な
り
‘石
川
・

御
凶
一
番
皆
桝
、
消
巾
で
混
も
早
き
青
銅
山
州
一
帯
岱

一
司
令
。
之
に
刑
判
す
ろ
納
治
に、

武
郎
敏
行
LH
の
沢
十
嵐

一
河
北
二
叩
以
外
の
各
制
に
出
川
刷
所
キ

e

設
け
た
。
然
る

掛川
と
い
ひ
、
そ
の
組
裁
許
の

十
村
に
n
m
拘
せ
ら
れ

一
五
考
術
辿
が
あ
る。

一
に
天
保
四
年
職
名
そ
鎚
じ
な
い
が
、
御
郡
専
務
と
改

た
。
百
姓
納
米
そ
皆
桝
L
得
ざ
る
時
は
、
家
財
守
山

一

カ
イ
サ
ク
シ
ハ
イ
改
作
支
配

J
ヒ

ソ

ソ

Y

オ

一
作
専
務
と
に
分
か
ち
、
御
油
所
と
凶
作
所
と
に

m
m

却
し
、
又
は
家
脱
脅
務
公
せ
し
め
て
之
や
排
出
す
べ

m
y
hm
テ
れ
村
御
引
泣
。

一
す
る
こ
と
L
な
白
、
イ
年
疋
月
八
引
〈
迎
に
復
し
て
悶

〈
、
間
不
足
す
る
時
は
持
前
売
切
抗
と
し
、
そ
の
的

一

カ
イ
サ
ム
γ
シ
ヨ
改
作
所

出
仙
の
凶
作
務
行
の
助

一
奉
行
分
離
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
滞
米
で
は
改
作
器

米
に
よ
っ
て
術
ふ
を
前
桁
と
す
る
。
一
制
作
人
に
し
て

一
務
す
る
役
所
で
、
御
釘
則
お
内
に
在
っ
た
。

一
行
の
定
民
十
人
で
、
各
足
料
=
一人
青
附
邸
せ
し
め
、

牧
磁
不
足
し
た
る
時
は
、
氏
物
代
銀
脅
以
て
納
米
常

一

カ
イ
サ
ヲ
シ
ヨ
キ
ユ
ウ
キ

改
作
所
市
日
記
百
二

一
指
役
の
外
に
加
入
及
び
泊
分
加
入
J

も
あ
り
、
下
町
に

術
ひ
、
凶
器
官
純
作

へ
の
年
抗
米
容
に
悶
泊
し
た
。

一
加
。
均
山
川
の
流
布
本
は
十
一h
m聞
と
す
る
こ
ち
問
努
敏

一
は
定
役
御
邸
周
方
が
あ
っ
て
説
者
準
っ
た
。

カ
イ
サ
イ
ホ
ウ
ピ

皆
酒
褒
美

組
批
許
の
十
村

一
と
い
ひ
、
両
州印
刷山附
の
話
。

加
到
し
肋
附
凶
作
所
の
諮
恕

一

カ
イ
ザ
ヲ
プ
ギ
ヨ
ウ
カ
イ
ソ
ン

改
作
奉
行
廻
村

は
、
何
年
正
月
十
六
日
御
釘
川
必
に
於
い
て
、
そ
の

一
等
荷
扱
諒
し
て
編
何
十
に
帆
成
し
た
4
の
o
怨
初
に、

一
凶
作
潜
行
は
鎚
地
所

・
論
腕
の
洞
然
、
凶
年
の
由
主

組
が
前
年
四
仙
に
糾
釈
そ
皆
消
し
た
こ
と
常
災
せ
ら
れ

一
一
品
抑
制
ザ
次
お
術
門
靴
、
前
回
村
六
郎
花
街
門
部
と
あ

一
見
立
、
そ
の
他
臨
時
に

カ
イ
コ
ウ
イ
ン

戎

光

院

加
賀開
山中山山第
十
二
代

前
川
知
慣
の
子
他
泊
次
郎
の
法
統
。
狩
し
〈
は
戒
光

院
殴
怨
院
定
心
開
士
。

カ
イ
コ
ヲ
ザ
ツ
キ

廻
園
建
記

諮
典
前
后
の
-
古
。

泊
興
は
後
知
是
院
川
町
白
隠
嗣
の
子
で
、
引
刊
叩
叫
院
門
跡

で
あ
る
。
遊
興
文
明
十
八
年
六
月
上
旬
足
利
義
政
に

烈
山
に
紋
別
し
て
、
若
狭
・越
前
を
沼
過
し
、
加
賀
・

能
殺
を
終
て
越
中
に
入
っ
た
。
廻
凶
旅
田
此
は
こ
の
間

の
山
水
風
物
を
詠
じ
た
和
淑
を
集
め
た
も
の
で
、
加

賀
で
は
立
花

-m僑
・本
折
・仰
の
原
・菅
野
川
・白
山
・

吉
岡
・鎚
・矢
作
・
野
の
前
・悌
儒
・
高
松
を
沿
ぎ
、
能

B
W
で
は
む
原
-
M
O
の
屋
・
四
捌
・小
金
義
・
照
井

・
久

江
・石
勤
山
を
終
た
こ
と
を
犯
し
て
ゐ
る
。

カ
イ
コ
ヲ
ジ
ヨ
ウ
シ
廻
図
上
伎

』
ジ
ユ
ン
ケ

y
ジ
ヨ
ウ
シ
巡
見
上
使
。

ガ
イ
コ
ク
セ
ン
ニ
ュ
ウ
コ
ウ

外
国
船
入
港

カ
イ

腿

一
回
一


